
 

 

総務文教常任委員会会議記録 

【 開 催 日 】  平成２６年１１月１４日（金）  

【 開 催 場 所 】  第一委員会室 

【開会・散会時間】  午前１０時～午前１１時 

【 休 憩 時 間 】   

【 出 席 委 員 】 

委   員   長 河  野  朋  子 副 委 員 長 中  村  博  行 

委 員 伊  藤    實 委 員 岡  山    明 

委 員 笹 木 慶 之 委 員 山 田 伸 幸 

       

【 欠 席 委 員 】   

委 員 福 田 勝 政   

 

【委員外議員等】 

副   議   長 三  浦  英  統   

 

【執 行部出席者 】 

総 合 政 策 部 長 堀 川 順 生 企 画 課 長 芳 司 修 重 

 

【事務局出席者】 

局 次 長 清  水    保 議  事  係  長 田  尾  忠  久 

 

【 付 議 事 項 】 

１ 人口定住促進対策の現状について 

 

【議 事 の概 要 】 

・８月２５日に行った政策討論会において、総務文教常任委員会の課題となった人口

の社会減対策について研究するため所管事務調査を行う。 

・人口定住促進対策の現状について所管事務調査を行うため、市執行部を呼ぶ。 

・芳司企画課長から山陽小野田市の人口推移等の資料の説明があり、質疑に入る。 

・主な質疑のやり取りは下記のとおりである。 

・山田伸幸委員から「これ以上の細かく分析した資料はあるか」に対して「市民課の住

民基本台帳から数字を拾うことは可能だが、企画課としては資料のとおり」との回答が

あった。 

・伊藤實委員から「財政的にどのような状況になるか分析しているか」に対して「財政計

画はこの数値等を参考にしたもの」旨の回答があった。 

・河野朋子委員長から「個別のデータを企画課で分析していないのか、考察はどこま

でしているのか」に対して「詳しい分析にも考察にも至っていない」旨の回答があった。 
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・笹木慶之委員から「総合計画は分析をしてつくっているのではないか、早く分析をし

て手を打つべき」旨の意見があった。 

・笹木慶之委員から「校区ごとの分析はしているか」に対して「そこまで分析はしていな

い」旨の回答があった。 

・河野朋子委員長から「分析はいつまでにする予定か」に対して「努力したい」旨の回

答があった。 

・伊藤實委員から熊本県菊陽町の参考例の話があった。 

・伊藤實委員から「人口対策の部署を創設したらどうか」に対して「人事課にはたらきか

けたい」旨の回答があった。 

・河野朋子委員長から「企画課は人口対策に専念できる体制か」に対して「頑張りた

い」旨の回答があった。 

・笹木慶之委員から「成長戦略室は、人口対策をしないのか。個別にやっては無理で

はないか」に対して「組織的には企画課なのでそこに力を入れたい」旨の回答があっ

た。 

・笹木慶之委員から「プロジェクトは活用してないのか」に対して「プロジェクトの数は大

変多い」旨の回答があった。 

・笹木慶之委員から「プロジェクトと成長戦略室の役割の違いは何か」に対して「説明

のしようがない」旨の回答があった。 

・河野朋子委員長から「人口定住の対策を行うに当たって今の組織でできるのか」とい

う旨の意見があった。 

・山田伸幸委員から島根県の中山間地域研究センター及び邑南町の参考例の話が

あった。 

・中村博行副委員長から「先進地の調査をされているか」に対して「していない」旨の回

答があった。 

・河野朋子委員長から「職員がどの程度山陽小野田市民であるか把握しているか」に

対して「把握していない」旨の回答があった。 

・山田伸幸委員から「若者交流推進事業の評価をどのように捉えているか」に対して

「意味のない取り組みとは思っていない」旨の回答があった。 

・河野朋子委員長から「定住促進事業に続く、第二、第三の予定があるのか」に対して

「さまざまな事業を充実させる予定で、直接的にはない」旨の回答があった。 

・岡山明委員から「現状と課題に対するアンケート調査を実施しているか」に対して「転

入促進事業での転入者へのアンケートは実施している」旨の回答があった。 

 

 

平成２６年（２０１４年）１１月１４日 

総務文教常任委員長  河 野 朋 子 




























